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今
年
は
盛
岡
城
の
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
て

か
ら
１
５
０
年
目
に
あ
た
り
、
も
り
お
か

歴
史
文
化
館
で
は
「
城
の
跡
」
と
題
し
た

企
画
展
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
一
角
に
あ
る
盛
岡
城
復
元

調
査
推
進
室
の
展
示
エ
リ
ア
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
調
査
で
確
認
し
た
資
料
の
一
部
を

初
め
て
実
物
展
示
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
企
画
展
の
様
子
を
ほ
ん
の

少
し
だ
け
お
届
け
し
ま
す
！

「

」

盛岡城復元調査推進室の取組の詳細は、市ホームページに
掲載しています。
盛岡城に由来があると伝わる資料や建物等に
関する情報などありましたら、
盛岡城復元調査推進室(019-613-7956)まで、
情報提供をお願いします。

展
示
で
は
、
様
々
な
形
で

現
存
す
る
史
資
料
が
「
描

か
れ
た
盛
岡
城
」
「
記
さ

れ
た
盛
岡
城
」
「
残
さ
れ

た
盛
岡
城
」
と
し
て
整
理

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
描
か

れ
た
盛
岡
城
」
で
は
、
複

数
の
絵
図
の
中
に
天
守
の

姿
が
見
て
取
れ
る
の
で
す

が
、
全
く
同
じ
も
の
は
存

在
し
ま
せ
ん
。

そ
の
中
の

一
つ
が

が
こ
ち
ら
。
ど
の
資
料
の

天
守
な
の
か
、
現
地
で
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

推
進
室
の
エ
リ
ア
に
あ
る

展
示
物
は
全
て
個
人
蔵
の

た
め
、
こ
こ
で
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
必
見
の

資
料
で
す
！

会
場
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

盛
岡
城
日
記
雑
書

や

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ズ
ル
、

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
な
ど
も
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
盛
岡
城
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

実
際
に
会
場
に
訪
れ
て
み
る
と
、
百
年
以
上
前

の
も
の
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
鮮
明
に
残
さ
れ
た

史
資
料
や
実
物
の
大
き
さ
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
驚
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

企
画
展
は
10
月
27
日
ま
で
の
開
催
で
す
。

往
時
の
人
々
が
見
て
い
た
も
の
を
、
目
の
前
で

リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で

ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
！

織田信⾧や豊臣秀吉が台頭した時代から、北奥羽
は名鷹の産地として知られ、後の盛岡藩となる地
にも、鷹買いの商人が度々出入りしていました。

その頃、鷹は羽も矢羽根として用いられたため、
高級な贈答品として扱われており、鷹買いは各地
の有力者のもとを訪れる機会が多くありました。
小説や時代劇などでは、商人が密偵として暗躍す
る姿が描かれることがありますが、この鷹買いの
中にも、織田信⾧や豊臣秀吉、徳川家康など、か
つての時の権力者たちの信任を次々と得て、彼ら
のもとで隠密的役割を担っていたとされる、田中
清六(清蔵)という商人がいます。

清六は、地方と中央を往来しながら様々な情報を
収集し中央政権へ伝える一方、中央の情勢を地方
に伝え、中央政権との橋渡し的な役割も果たして
いたとされます。実は、盛岡藩の初代藩主となる
南部信直とも深い関わりがあり、信直が秀吉との
関係を築く際には、清六から、秀吉の信頼が厚い
前田利家を通じて接触を図るよう進言があったと
いう記録も残されています。その後の清六の活躍
もあり、豊臣政権の一大名として認められた信直
は、盛岡城築城に着手していきます。

かつて、武力が大きくものを言ったこの時代でも、
情報は世を生き抜くための重要な術となり、信直
が豊臣政権との絆を強め、その権力を確立してい
く過程において、清六は必要不可欠な存在であり
ました。能ある鷹が爪を隠すように、本来の商売
をも一つのツールとして、様々な情報を司る才能
を隠し持っていた清六は、現代社会においても、
優秀なキャリアを築いたに違いありません。


